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＜はじめに＞ 

生ゴミ食いしん坊を使った生ゴミ堆肥化シス

テムというのは、長野県富士見町みのり建設

という会社が開発した生ゴミ分解・発酵土壌

菌（愛称～生ゴミ食いしん坊）を利用し、野

菜用プランター・収穫用コンテナ等を使って

都市部の家庭でも簡単にできるように考案し

たホームコンポスト・生ゴミ堆肥化システム

です。以下、私の経験を基に生ゴミ堆肥化シ

ステムの概要をご説明しますので、皆さんも、

ごみ減量、地球温暖化防止の為にホームコン

ポストにチャレンジしてみませんか。その際、家庭で行う生ゴミ堆肥化の心構えとして 

 

―家庭の軒下で行う生ゴミ堆肥化システムー 

生ゴミを汚物と考えず資源と考え、こまめに生ゴミの再分別を行い、生ゴミの中から紙

やビニール類、輪ゴム、竹串などを取り除くことが大切です。 

＜生ゴミ食いしん坊菌とは＞ 

①、生ゴミ食いしん坊菌とは、糸状菌や放線菌などの細菌を総称する言い方で、プランタ

ーに埋めた生ゴミを約１週間で分解・発酵させ堆肥に変えてしまう素晴らしいパワー

持った生ゴミ分解・発酵土壌菌です。 

②、生ゴミ食いしん坊菌は、好気性のバクテリアで有るため、こまめに撹拌して土壌に空

気を入れてやる必要があります。 

③、生ゴミ食いしん坊菌のパワーをつけてやるために、生ゴミを入れるときに、米ぬか、

廃油、米のとぎ汁などの栄養物をまぜてやるとよい効果が得られます。 
④、生ごみ食いしん坊菌は、生ごみを分解・発酵するのに一定の温度を保つ必要が有りま

すので、土壌が雨風に晒されないように、ビニールハウスや雨のかからない、軒下に

入れておく必要が有ります。 

⑤、「生ゴミ食いしん坊」に埋める物は、生ゴミなら何でも結構ですが、貝殻や卵の殻な

どは時間がかかるのであまり入れたくありません。 

⑥、生ゴミ食いしん坊菌が働き出すと４０～５０度前後まで土壌の温度が上がり、６日～

８日位経って土中温度が３０度位まで下がると１次発酵が終了します。 
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⑦、良い堆肥にするためには、１次発酵を終了した生ゴミを、更に収穫用コンテナに移し

替え、黒土などを混ぜて熟成・土壌化させる必要があります。収穫用コンテナに埋め

込んで６日～８日位いで熟成堆肥が出来ます。 

＜プランターを使った生ごみ埋込み方式のメリット＞ 
今回の、プランターを使った生ごみ堆肥かシステムでは、ビニールハウスやコンポスター

など他の堆肥化システムと違って、分解・発酵して出てくる水分を直接土中にしみ込ませ

ることは出来ません。プランター方式では、通常プランターの底に敷き詰めてある下網の

底に水分を溜めるかプランターの土中に含ませるしか出来ません。しかし、 
①、プランターの底で発酵水分を受ける事によって、逆に庭のない家庭でもベランダやテ

ラス、家の軒下で生ごみの堆肥化が可能となるメリットが生まれます。 
②、また、水分を土中にしみ込ませ、２～３ヶ月放置しておけば良い他の方式と違って、

こまめに埋め込み、移し替え、底に溜まった水分を取り除き、土中に含まれた水分は

他のプランターに入れ替えて乾かす等の手間が必要になってきますが、逆にこの作業

が、実は、「生ごみ食いしん坊」菌がパワーを発揮するのに必要な、空気の混合や水

分調整をする作業となり、堆肥化するのに２～３ヶ月かかる他の方式と違って、この

方式では半月程度で堆肥化されるという大きなメリットが生まれるもととなります。 
③、更に、プランター方式では、土中に水分をしみ込ませない事によって臭いや虫の発生

を防げます。 

＜用意するもの＞ 

＜１次発酵用＞ 

    生ゴミ食いしん坊                  １０L×４袋  ６８０円×４ 

      野菜用プランター２０L（生ゴミ埋め込み用）２箱   ６００円×２ 

             〃         ４０L（土壌手入れ用）１箱     ９００円×１ 

    小型鍬、植木用小型シャベル、 棒形温度計、 ６㎜篩 米ぬか 
 

―用意する道具、野菜用プランタ他― 
―生ごみ食いしん坊― 

 
 
 

 
 
 
 
 

―野菜収穫用コンテナー 

＜２次熟成用＞ 

     野菜収穫用コンテナ   
            ４０Ｌ １０００円 

     黒土 ２０L   ４５０円 
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＜具体的な作業手順＞ 

―生ゴミを野菜用プランターに入れるー

 

第１段階～野菜用プランター使った 
１次発酵・生ゴミ埋込み作業 

～サンドイッチ埋め込み方式   
ⅰ  第１プランターに生ゴミを埋め込む 

２０L プランターに生ゴミ食いしん坊１０Ｌ袋の半

分５L を入れ、生ゴミ２日分を上に乗せ、米ぬかを

まぶし、じょうろで水を掛け、残りの半分の生ゴミ

食いしん坊５Ｌをその上にかぶせる。棒状温度計を

差し込み温度の変化を見る 

更に２日後に２日分の生ゴミを上の手順と同じよう               

に入れる。ここで１箱目の２０L の野菜用プランタ

ーは一杯になる。     

ⅱ、第２プランターに生ゴミを埋め込む 

  又２日後（都合４日後）に２箱目の野菜用プラン 

  ターに上記のような手順で２日分の生ゴミを入れ               

る。（２箱目のプランター半分が埋まる） 

―生ゴミの上に米ぬかを被せるー 

更に、２日後（都合６日後）に２日分の生ゴミを 
上記の様な手順で入れる。（ ここで２箱目のプラン 
ターも一杯になる。）  

ⅲ、１次発酵終了生ゴミを収穫用コンテナに移す。 
更に２日目（都合８日後）に、一杯になった１箱目の  

プランターを掘り返し、発酵生ゴミ（上下２段にサン

ドイッチ状に埋まっている）を収穫用コンテナに移す。 

―生ゴミ食いしん坊の土を被せるー
  １箱目入れた生ゴミは６～８日間土の中に埋まって 

いたことになり、この間生ゴミ食いしん坊の働きで 
分解され、生ゴミは堆肥状になっている。臭いもなく

シャベルでつつくと簡単にほぐれる。 

―発酵中、５０度位まで上がるー 

ⅳ、第３プランターで 
第１、第２プランターの土壌を養生 

第１、第２プランターに残った土壌は、養生用第３プ

ランターに移し、丹念に撹拌し、空気を良く混ぜてや

る（生ゴミ食いしん坊は、好気性の土壌菌なので、元

気を付けさせるためには空気を混ぜ撹拌・養生してや

れば何回でも繰り返し使える） 
ⅴ、再び、第１プランター、第２プランターに 

生ゴミを埋め込む 

  養生用第３プランターに移し・養生した土壌を 
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―１次発酵・堆肥化した生ゴミー 

使って、前記の様な手順で、第１プランター、第２ 
プランターに順次、生ゴミを埋め込んで行く。 

ⅵ、第１プランター、第２プランター、第３プラン 

  ターの交互使用 

  こうして２箱の２０L プランター、４０L プラン 

  ターを交互に使って行けば、家庭から排出される 

  生ゴミは一切焼却に出さずとも、家庭で生ゴミの 
堆肥化がきる。 

ⅶ、生ゴミの１次発酵・堆肥化過程 

     生ゴミを入れた８日間の経過を、差し込んでおいた棒形温度計で見ると、      

４～５日は４０～５０度くらい温度が上がる。（生ゴミ食いしん坊が働いている事を

示す）残りの３日間は温度も３０度以下に下がる。１次発酵が終わった事を示す。 

 

第２段階～収穫用コンテナを使って 
２次熟成・堆肥化 

  １次発酵を終えた生ゴミは原型をとどめぬ位に堆 

  肥化されているが、まだ水分も多く２次熟成させ 

  て良質な堆肥にする必要がある。 

  写真のような収穫用コンテナは、底にも側面にも 

  孔が明けてあり通気性も良いので、１次発酵を終 

  えた生ゴミ堆肥を、２次熟成させるのに最適。         
 
―コンテナで、２次発酵させるー   第１、第２プランターから４日に１回の割合で１ 

次発酵生ゴミが出てくるので、堆肥化した生ゴミだけ

を取り出して、順次、鍬でほぐし黒土をかけ、収穫 
用コンテナに埋め込んで行く。６日～８日位で２次熟成堆肥が出来る。できあがった

堆肥は乾燥しているので、更に鍬等でほぐし、順次肥料として使用して行く。使い切

れなければ、そのまま熟成を続け、満杯になれば、新たにコンテナを購入し埋め込ん

で行ってもよい。 
 

＜でき上がった生ごみ堆肥の品質と用途＞     

「生ごみ食いしん坊」を使って出来た乾燥堆肥を解砕し、    

６ミリ網で篩うと写真のようになります。粗め堆肥 

も細め堆肥も良質な堆肥として、また「生ごみ食い 

しん坊」の入った土壌菌としても再使用出来ます。 

手触りはとてもサラサラしており、花壇に、ガーデ 

ニングに、植木栽培に、家庭菜園に最適な堆肥とし 

て施す事が出来ます。ごみ減量、生ごみ資源の再利     ーでき上がった生ごみ堆肥ー  

用に、多少、手間暇かかりますが、あなたも、ホーム 

コンポストに挑戦してみませんか。           ―できあがった生ごみ堆肥―  
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